
　

　 　

　
　

　

　

　

　

　

頂き有難うございます。今後は、研修会などが出来ればと考えております。

　

　
今回の見学会は１０／１８（水）・１０／２４（火）に、９社 １８名のお客様に参加して頂きました。今回もお客様より貴重なご意見
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その場でシュリンクのデモも行い、その他、参考出品にて、現在開発を進めております、抗菌(銀イオン)シュリンクと蓄光 シュリンクを
展示し 、多くのお客様に興味を持っていただけました。進洋様ブースでは、２回に分けてトークショーに参加させていただき、
新たに作成した漫画『シュリンクとは？』の発表と弊社の製品開発状況をプレゼンしました。
両ブース共に、多数の皆様にご来場いただき、とても充実した展示会となりました。

　(株)GSIクレオス様のブース

　(株)進洋様のブース

ブースになります。こちらのブースでは、バイオコアATプラスをメインに弊社が販売しているHL(帯電防止)シリーズの製品と工業用途
で使用実績のある熱収縮チューブ 『C501』を展示致しました。場所がら、日本の企業ばかりでなく、広く東南アジア，ヨーロッパなど、
いろいろな国のお客様にご来場いただき、特に東南アジアの来場者の皆様は、弊社が製造している、高スペックのフィルム
を現地で調達するのが大変難しいようで、 とても興味を持っていただけました。

 もう１ブースは、(株)進洋様のブースにて、こちらは、PVCシュリンクフィルム(チューブ)をメインに出展致しました。
進洋様ブースでは、白光(株)様にご協力をいただき、簡易卓上熱風機『FV-100』をお借りして、ご要望いただいた来場者の皆様に

ぜひご覧頂けましたら幸いです。

　10/3～10/6に東京ビックサイトで開催されたジャパンパック2017にて御得意先様の２ブースに弊社製品を出展致しました。
 ご来場いただきましたお客様には、お忙しい中、弊社展示ブースにご来場いただき、心より感謝申し上げます。
 

１ブースは、弊社が昨年上市した、防錆＋帯電防止フィルム『バイオコアATプラス 』の原料を購入している(株)GSIクレオス様の

立冬を過ぎ、朝晩だいぶ寒くなってきました。そろそろ冬支度を始める時期でしょうか。インフルエンザ流行が
今年は早いそうです。しっかり予防をしないといけいけませんね。10月に東京ビックサイトJAPANPACKが開催
されました。弊社は2ブース出展し、私はブース内のトークショーに出演しました。多くの方にシュリンクを身近
に感じていただきたいという想いから、「シュリンクフィルムとは？」という漫画のアテレコに挑戦しました。
ド緊張しましたが、シュリンクの明るい未来を創るため、今後もいろいろなことに挑戦していきます。
　漫画は弊社ホームページに掲載しております。また、ご希望の方には冊子を差し上げております。
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東北自動車道　
黒磯･板室ＩＣおりてすぐです。 とてもきれいですよ。

　栃木県那須塩原市に東京ドーム約４個分の広大な敷地に２００８年７月にオープンしました。
空間の贅沢・時間の贅沢・そして心の贅沢、そんなリゾートライフを提案できる新しいスタイルのアウトレットモールです。
約１５０店舗もあり施設内、ペット同伴可能なので愛犬と一緒に買い物も出来ちゃいます！！

ペット連れで買い物
している人が結構いますよ。

ウインターイルミネーション
が始まります。１１／４(土）～

約２０万球のイルミネーションが
施設全体を華やかに彩ります。

　

　
　
　
　

他食材ですと写真にある冷凍ピザにもシュリンクされてます。こちらのフィルムは、自動包装で包装されるケースもありますが、弊社が
供給させていただく場合、オレフィン系フィルムをサイドシールして袋に加工した製袋品ご使用いただいております。なぜシュリンクするか
というと、生地にのっているチーズやサラミなどの具材が輸送中に取れて、外装袋の中でバラバラにならないようにシュリンクしてあります。
冷凍ピザだけでなく、同じように袋に入った冷凍カレーうどんも、うどんの上にのっている具材(ネギ･豚肉･かまぼこなど)がバラバラ
にならないようにシュリンクされてます。一度、冷凍食品を購入された際に見てみて下さい！以外な食材にもシュリンクが使われてます。　
冷凍食品をシュリンクする際は、是非お声掛けいただけましたら幸いです。　

折れてしまいますと商品価値がなくなるためにシュリンクしております。場合によっては、鮮度を重視のため、船の中でボイルしてシュリンク
船内の冷凍庫に保存してから港に卸すケースもございます。 

弊社では、冷凍用シュリンクフィルム『G101-K』というグレードがあります。G101-Kは、冷凍にフィルムが耐えられるだけではなく、カニ
特有のトゲに対しフィルムが破けないようにするために特殊な添加剤を混ぜ、他のグ レードに比べ、突き刺し強度を高めたフィルム
になります。タラバガニやズワイガニ，毛ガニといろいろなカニにご使用いただいております。 
 

《冷凍食品シュリンク》
   寒い季節になり、今年も早1ヵ月となりました。年末に食べたい･食べる高級食材として一番に上がるのは、カニではないでしょうか?!
 写真にあるように、カニが店頭並んでいるのを良く見ていただくと透明なフィルムが被っているかと思います。
何と！このフィルム！シュリンクフィルムなんです！！なぜ、カニをシュリンクするかというと、カニの足やハサミの部分などが輸送中
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製造部・原反製造

斉藤 利夫

私たち、栃木工場がある町にはこんなものがあります。 シリーズ⑦
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編集後記 今年の秋は雨の日が多く、また台風もきたりしてお祭りなども中止になりとても残念

ですが、今年も残り２カ月気持ちだけでも晴ればれと頑張りましょう。次号＜冬号＞

は来年２月の予定です。来年も宜しくお願いいたします。

今回ご紹介するのは、弊社栃木工場から車で１５分のところにある＜那須ガーデンアウトレット＞を紹介します。

製造部・課長

國井 薫

いつも大変お世話になっております。サンプラスチック栃木工場で、製造管理をしております國井と申しま

す。

主に、工場業務の予定作成と一日の受注の納期確認・外注加工業社様の予定作成をしております。

休日は、兼業農家で、栃木のコシヒカリを生産しております。地元大田原市は、コシヒカリランキングで、

特Ａを取得しております。生産することにおいては、「お客様との信頼が第一！」であると日頃から感じてお

ります。

これからも、お客様の納期に応じられるよう日々努力していきますので、今後ともご愛顧の程、よろしくお願

い申し上げます。

初めまして、製造部最年長の齋藤と申します。

原反製造とＷＲＣチームのメンバーとして活動しています。人前で話すのが苦手なので、工場見学会の

時はいつも緊張して、きちんと説明できているのか心配です。

趣味はドライブと旅行で、特に海を見に行くのが好きですが、今はちょうど紅葉の時期なので山の方へ

出かけてみようかと計画しています。

これからもより良い製品を目指し技術向上に努めていきますので、よろしくお願いいたします。


